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十島村教育委員会十島村教育委員会十島村教育委員会十島村教育委員会
教育長 有村 孝一教育長 有村 孝一教育長 有村 孝一教育長 有村 孝一

「「「「悪石島悪石島悪石島悪石島のボゼのボゼのボゼのボゼ」」」」がががが昨昨昨昨
年11月29日年11月29日年11月29日年11月29日にユネスコにユネスコにユネスコにユネスコ
のののの文化遺産文化遺産文化遺産文化遺産にににに登録登録登録登録されされされされ
ましたましたましたました。。。。それをそれをそれをそれを受受受受けてけてけてけて
令和元年5月27日令和元年5月27日令和元年5月27日令和元年5月27日にににに文化文化文化文化
庁庁庁庁においてにおいてにおいてにおいて「「「「認定書伝認定書伝認定書伝認定書伝
達式達式達式達式」」」」がががが行行行行われましたわれましたわれましたわれました。。。。
ユネスコからのユネスコからのユネスコからのユネスコからの認定書認定書認定書認定書
はははは、、、、国国国国にににに一一一一つであるためつであるためつであるためつであるため、、、、今回今回今回今回はレプリカのはレプリカのはレプリカのはレプリカの授授授授
与与与与となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。悪石島保存会悪石島保存会悪石島保存会悪石島保存会にににに一枚一枚一枚一枚、、、、十島村十島村十島村十島村
役場役場役場役場にににに一枚一枚一枚一枚いただきましたいただきましたいただきましたいただきました。。。。それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ公民館公民館公民館公民館とととと
村長室村長室村長室村長室にににに飾飾飾飾ってありますってありますってありますってあります。。。。それにそれにそれにそれに文化庁文化庁文化庁文化庁からのからのからのからの
証明書証明書証明書証明書もいただきましたもいただきましたもいただきましたもいただきました。。。。
6月1日6月1日6月1日6月1日にはにはにはには、、、、悪石島悪石島悪石島悪石島においてユネスコにおいてユネスコにおいてユネスコにおいてユネスコ無形文無形文無形文無形文

化遺産登録記念式典化遺産登録記念式典化遺産登録記念式典化遺産登録記念式典がががが開催開催開催開催されましたされましたされましたされました。。。。文化庁文化庁文化庁文化庁
からおからおからおからお二人二人二人二人、、、、県教育委員会県教育委員会県教育委員会県教育委員会からからからから東條教育長他東條教育長他東條教育長他東條教育長他おおおお
一人一人一人一人、、、、それにそれにそれにそれに川野村文化財保護審議委員会長川野村文化財保護審議委員会長川野村文化財保護審議委員会長川野村文化財保護審議委員会長にににに
来賓来賓来賓来賓としておいでいただきましたとしておいでいただきましたとしておいでいただきましたとしておいでいただきました。。。。
初初初初めにめにめにめに「「「「悪石島悪石島悪石島悪石島のののの盆踊盆踊盆踊盆踊りりりり」」」」のののの披露披露披露披露がありがありがありがあり、、、、そそそそ

れがれがれがれが終終終終わるとわるとわるとわると、、、、掛掛掛掛けけけけ声声声声とともにとともにとともにとともに、、、、ボゼのボゼのボゼのボゼの出現出現出現出現がががが
ありましたありましたありましたありました。。。。会場会場会場会場はははは一挙一挙一挙一挙にににに盛盛盛盛りりりり上上上上がりがりがりがり歓声歓声歓声歓声のののの渦渦渦渦
がががが巻巻巻巻きききき起起起起こりましたこりましたこりましたこりました。。。。そのそのそのその後後後後、、、、式典式典式典式典へとへとへとへと移移移移りまりまりまりま
したしたしたした。。。。
式典式典式典式典はははは、、、、文化庁文化庁文化庁文化庁のののの方方方方からユネスコからユネスコからユネスコからユネスコ登録登録登録登録のレプのレプのレプのレプ
リカのリカのリカのリカの認定書伝達認定書伝達認定書伝達認定書伝達がありがありがありがあり、、、、文化庁文化庁文化庁文化庁からのからのからのからの証明書証明書証明書証明書
がががが渡渡渡渡されましたされましたされましたされました。。。。参列参列参列参列したしたしたした悪石島悪石島悪石島悪石島のののの人々人々人々人々はははは、、、、大大大大
喜喜喜喜びでしたびでしたびでしたびでした。。。。
有川保存会長有川保存会長有川保存会長有川保存会長はははは、「、「、「、「先祖代々続先祖代々続先祖代々続先祖代々続いているボゼはいているボゼはいているボゼはいているボゼは、、、、
地元地元地元地元のののの誇誇誇誇りでありりでありりでありりであり宝宝宝宝ですですですです。。。。毎年行毎年行毎年行毎年行っているっているっているっている盆行盆行盆行盆行
事事事事がユネスコがユネスコがユネスコがユネスコ文化遺産文化遺産文化遺産文化遺産にににに登録登録登録登録されされされされ身身身身のののの引引引引きききき締締締締まままま
るるるる思思思思いですいですいですいです。。。。」」」」とととと述述述述べられましたべられましたべられましたべられました。。。。またまたまたまた、、、、肥後村肥後村肥後村肥後村

長長長長はははは、、、、「「「「今回今回今回今回のののの
登録登録登録登録 についてについてについてについて
はははは、、、、悪石島悪石島悪石島悪石島のみのみのみのみ
ならずならずならずならず、、、、十島村十島村十島村十島村
民全体民全体民全体民全体のののの喜喜喜喜びとびとびとびと
するところであするところであするところであするところであ
りますりますりますります。。。。悪石島悪石島悪石島悪石島
のののの人々人々人々人々がががが長年長年長年長年にににに
わたりわたりわたりわたり守守守守りりりり、、、、伝伝伝伝

承承承承してきたしてきたしてきたしてきた行事行事行事行事がががが、、、、世界世界世界世界からからからから認認認認められたというめられたというめられたというめられたという
ことはことはことはことは、、、、大変大変大変大変すばらしいことですすばらしいことですすばらしいことですすばらしいことです。。。。」」」」などとなどとなどとなどと、、、、話話話話
されましたされましたされましたされました。。。。
式典式典式典式典のののの後後後後はははは、、、、川野会長川野会長川野会長川野会長によるによるによるによる「「「「ボゼボゼボゼボゼ」」」」についについについについ

てのてのてのての講演講演講演講演ですですですです。。。。南洋南洋南洋南洋のののの方面方面方面方面からからからから、、、、ラオスをラオスをラオスをラオスを経経経経てててて
日本日本日本日本へたどりへたどりへたどりへたどり着着着着いたのではないかといういたのではないかといういたのではないかといういたのではないかという興味深興味深興味深興味深
いおいおいおいお話話話話でありましたでありましたでありましたでありました。。。。
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シリーズ 新聞に投稿
（令和元年５月２４日南日本新聞「若い目」掲載）

中之島小４年 藤谷 萌夏

シリーズ 新聞に投稿
（令和元年６月４日「若い目」南日本新聞掲載）
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第第第第２０２０２０２０回全国障害者回全国障害者回全国障害者回全国障害者スポーツスポーツスポーツスポーツ大会大会大会大会
（（（（燃燃燃燃ゆるゆるゆるゆる感動感動感動感動かごしまかごしまかごしまかごしま大会大会大会大会））））開催開催開催開催までまでまでまで５００５００５００５００日日日日！！！！

（（（（６６６６月月月月１２１２１２１２日現在日現在日現在日現在））））

◯◯◯◯７７７７月月月月はははは「「「「青少年青少年青少年青少年のののの非行非行非行非行・・・・被害防止全国強調月間被害防止全国強調月間被害防止全国強調月間被害防止全国強調月間」」」」・・・・夏夏夏夏のののの「「「「郷土郷土郷土郷土にににに学学学学び・び・び・び・育育育育むむむむ青少年運動青少年運動青少年運動青少年運動」」」」（（（（７７７７月月月月１１１１日日日日～～～～８８８８月月月月３１３１３１３１日日日日）））） 〇〇〇〇７７７７月月月月のののの人権人権人権人権にににに関関関関するするするする週間 鹿児島県男女共同参画週間週間 鹿児島県男女共同参画週間週間 鹿児島県男女共同参画週間週間 鹿児島県男女共同参画週間（（（（７７７７月月月月２５２５２５２５日日日日～～～～３１３１３１３１日日日日)

修学旅行で学んだこと
十島村立平島中学校 教頭 新田義明

６月２日，多くの
島民に見送られ３３
名の中学生が４泊５
日の修学旅行に出発
しました。
稲佐山，長崎原爆

資料館，ハウステン
ボス，九州国立博物
館，太宰府天満宮と
有名な観光地を訪れました。日を重ね，思い出が
増えるごとに，仲間たちとの友情は深まっていき
ます。
また，被爆者講話では，戦争の恐ろしさと悲惨

さを学び，平和な世界を守っていくことを誓いま
した。
６月６日，たくさんの経験と出逢いの中でたく

ましく成長した子ども達が島に帰ってきました。
満天の星空，早朝の鳴鳥，温かい人々，故郷十島
村は，どの観光地にも負けていないことに改めて
気づきました。

諏訪之瀬島での１年を通して
「壺田栄作の『二十四の瞳』のような小さな学校で

教科指導したい」という希望が叶い，諏訪之瀬島に赴
任して１年と少しが過ぎようとしています。私にとっ
て，この１年は驚きと感動の連続であっという間でし
た。
１３歳から１５歳の生徒を約２０年対象にして仕事

をしてきた私にとって，小学生ときには未就学児と毎
日を過ごすことは，とても新鮮でした。特に，毎朝行
う緑化活動は，私にとっても学びの時間です。あると
きは，植えた野菜の収穫に「わあ」と声を上げる子供
たち，あるときは成長途中のトウモロコシを逃げた牛
に食べられ，本気で悔しがる子供たちの一喜一憂する
姿を見てほほえましく思っています。
島民の方からも，たくさんの優しさ

を感じると同時に，多くのことを学ん
でいます。どの子にも分け隔てなく声
をかけたり，ときにはわが子のように
叱ったりする姿は他ではなかなか見ら
れません。子供を本当に島全体で愛情
をそそぎ，育てているということを心
から感じています。
これからも，豊かな自然の中で子供たちとともに学

んでいきたいと思います。

十島で出会ったのも一つの縁だと思います。縁を大切に
ともに多くのことに触れ学んでいきましょう。

ボゼツアーにボゼツアーにボゼツアーにボゼツアーに参加参加参加参加されていました60されていました60されていました60されていました60人人人人のののの方々方々方々方々もももも
十十十十分分分分にににに楽楽楽楽ししししんんんんでいただいたのではないでしでいただいたのではないでしでいただいたのではないでしでいただいたのではないでしょょょょうかうかうかうか。。。。
奄美奄美奄美奄美へへへへ向向向向かうかうかうかう船船船船のののの中中中中ではではではでは、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの皆皆皆皆ささささんんんんがががが満満満満
足足足足したようなしたようなしたようなしたような顔顔顔顔であったのがであったのがであったのがであったのが印象的印象的印象的印象的でしたでしたでしたでした。。。。
名瀬名瀬名瀬名瀬にににに到到到到着着着着するとするとするとすると、、、、記念記念記念記念祝賀祝賀祝賀祝賀会会会会でしたでしたでしたでした。。。。皆皆皆皆ささささんんんん

がががが楽楽楽楽ししししくくくく歓歓歓歓談談談談しているしているしているしている様子様子様子様子をををを見見見見ているとているとているとていると、、、、ほほほほっとっとっとっと
したしたしたした気持気持気持気持ちちちちになりましになりましになりましになりまし
たたたた。。。。当当当当日日日日はははは、、、、大大大大雨雨雨雨がががが予予予予
想想想想されていましたがされていましたがされていましたがされていましたが、、、、
雨雨雨雨にににに降降降降られることもなられることもなられることもなられることもな
くくくく無事無事無事無事にににに終終終終ええええることがることがることがることが
出来出来出来出来ましたましたましたました。。。。
人々人々人々人々はははは、、、、口口口口々々々々にににに「「「「ボボボボ

ゼゼゼゼ神神神神」」」」様様様様のおかのおかのおかのおかげげげげでしでしでしでし
たとたとたとたと話話話話しておられましたしておられましたしておられましたしておられました。。。。

今
度
は
僕
ら
が

「
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
を
し
よ
う
。
」
こ
の
母
の
一
言
で
、

島
で
過
ご
す
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
十
日
間
、
初
め
は
、

室
内
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
過
ご
す
予
定
し
か
な
か
っ
た
僕

た
ち
の
状
況
が
楽
し
い
経
験
と
変
わ
っ
た
。

母
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
お
祭
り
を
参
考
に
、
卵
型

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
を
通
学
路
や
学
校
な
ど
に
隠
し
、
連
休

中
に
そ
れ
を
子
ど
も
達
み
ん
な
で
探
し
て
も
ら
う
企
画
を
考
え
て
い
た
の

だ
。ゲ
ー
ム
開
始
当
日
、
バ
ナ
ナ
の
木
や
つ
わ
ぶ
き
の
葉
の
裏
や
草
の
間
に
、

カ
ラ
フ
ル
な
卵
た
ち
が
の
ぞ
け
る
よ
う
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
見
つ
け
る
楽

し
さ
も
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
友
だ
ち
と
合
流
し
必
死
に
卵
探
し
を

し
、
疲
れ
や
暑
さ
も
忘
れ
る
ぐ
ら
い
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
期
間
、
気
付
け
ば
ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
り
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
に
夢
中
に

な
る
時
間
が
長
か
っ
た
。
ま
た
、
地
域
の
人
も
、
卵
を
難
し
い
と
こ
ろ
に

移
し
た
り
、
一
緒
に
探
し
て
く
れ
た
り
、
中
に
は
、
ダ
ミ
ー
の
卵
を
作
っ

て
協
力
し
た
そ
う
だ
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
企
画
が
、
子
ど
も
た
ち
は
外

で
活
動
し
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
も
生
ま
れ
た
の

だ
。
参
加

者
の
一
人
と
し
て
、
僕
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
う
。

今
年
、
中
学
生
に
な
っ
た
。
こ
の
経
験
は

絶
対
い
か
し
て

い
き
た
い
。
卵
を
探
す
と
い
う

単
純
な
企
画
で
、
触
れ
合
い

や
笑

顔
が
生
ま
れ
る
な
ら
、
今
度
は
、
僕
た
ち
が
楽
し
い
企

画
を
し
て
み
ん
な
に
与
え
た
い
。

シリーズ・・・十島村で学ぶ
中之島中学校 １年 田中 流桜

「「「「県民の日」（７月１４日）
「県民の日」は，県民の皆さんが，鹿児島の歴史

や文化などを見つめ直し，ふるさとを愛する心を育
むことによって，自信と誇りにあふれる，より豊か

な鹿児島を築き上げることを期する日
です。鹿児島県が誕生した明治４年の
廃藩置県の布告の日である７月１４日
を「県民の日」としました。

【諏訪之瀬島小・中学校からのメッセージ】
教諭 米盛 麗美

『教職員仲間であるあなた』への
私からのメッセージ


